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１．調査目的 
 福岡商工会議所支店長会（会長=畑本剛志・アサヒビール㈱理事福岡支社長）
は、支店経済都市といわれ、ビジネスマンの赴任先としても人気が高い福岡市

で活躍される支店長さん・支社長さんとは一体どのような人なのか？その人物

像の一端に迫るとともに、支店長さんからみた福岡市の印象などについて調査

を行った。 
 
 
２．調査対象 
 福岡商工会議所会員企業で本社（店）を福岡市外におく出先企業の中から６

３１社（支店長会メンバー５６社を含む）を抽出。うち１７５社（回収率２７．

７％）から回答を得て、集計した。 
 
 
３．調査期間 
 平成１６年７月３０日（郵送）～８月２３日（締切） 
 
 
４．調査方法 
 郵送によるアンケート方式。８月１日現在（調査時点）で記入を願った。 
 
 
 

★支店長会とは 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

支店長会は、支店長さんの福岡でのネットワークを広げていただくための交流会

です。ただ今、入会募集中です！ 

福岡商工会議所は、支社、支店、出張所等の会員の皆さまの交流の場として「福

岡商工会議所支店長会」活動を行っています。メンバーの皆さま相互の交流、情報

交換会はもちろん、地元企業・経済界等の方との交流会、福岡の伝統文化に触れる

楽しいイベントなどを開催しています。 

（※詳しくは、別添の「支店長会入会のご案内」をご覧ください。） 

福商会員限定！ 
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－調査結果の概要－ 

 
Ⅰ．会社について 
・ 本社（店）所在地は、「東京都」が約６割を占め、「大阪府」と併せると全体

の８割を占める。 
・ 事業所の名称としては、「福岡支店」が約３割を占め、次いで「九州支店」

の順。 
・ 管轄地域は、「九州・沖縄」が全体の約７割。「福岡支店」という名称の事業

所においても６割が「九州・沖縄」を管轄地域。 
・ 今後の決裁権限や管轄地域などその役割・機能については、「変わらない」

が７割以上を占めるも、約２割が「強くなる」と回答。その理由は、統廃合

や権限委譲、事業拡大などがキーワードに。 
 
Ⅱ．支店長（支社長）さんについて 
・ 出身地は、地元「福岡県」が全体の約２割を占めた。九州合計では約４割と

企業において、その土地柄を知り、地元での人脈をもつ人材を出先トップに

据える傾向がみられる。 
・ 年齢は、「５０歳代」が全体の７割。 
・ 本社での職位は、「部長級」が全体の半数以上で、次いで「役員」の約２割。 
・ 赴任形態は、「単身赴任」が半数。ただし、福岡県出身者を除くと約６割が

「単身赴任」。逆に、福岡県出身者の「単身赴任」は１割。 
・ 「単身赴任」の理由は、「住宅事情」が約４割、「子供の教育」が約３割。 
・ 休日の過ごし方として、「ゴルフ」が約６割とトップ。次いで、「読書」、「テ

レビ」の順。 
・ 好きなプロ野球球団は、「ダイエー」が一番人気。 
 
Ⅲ．福岡市について 
・ 福岡市及び近郊で休日によく行くお気に入りスポットは、「大濠公園」。 
・ 県外からのお客様の案内先としては、「太宰府（天満宮）」が最も多く、次い

で、「中洲」、「福岡ドーム、ホークスタウン」の順。 
・ 福岡に来たらぜひ食べてもらいたい福岡のお薦め料理は、「魚料理」。 
・ 福岡市の良いところは、「食べ物が美味しい（安い）」、「海・山など自然が近

い・豊か」など。逆に、悪いところは、「運転・交通マナーの悪さ」。 
・ 福岡市の年末に向けた経済見通しは、現状と「変わらない」との回答が４０．

０％、「良くなる」が３６．０％。 
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Ⅰ．会社について 
 
１．本社（店）所在地 
本社（店）所在地についてみると、第１位が「東京都」の１１４社（６５．

１％）、次いで第２位が「大阪府」の２９社（１６．６％）と続き、この１位、

２位で全体の約８割を占めている。このほか、「愛知県」、「兵庫県」、「神奈川県」・

「福岡市外の福岡県」の順となっている。 
また、「その他」１５社については、「京都府」、「広島県」、「佐賀県」、「熊本

県」、「大分県」、「宮崎県」が各２社などとなっている。 

 回答数（構成比） 

 １．東 京 都  １１４（６５．１％） 

 ２．大 阪 府   ２９（１６．６％） 

 ３．愛 知 県    ６（ ３．４％） 

 ４．兵 庫 県    ５（ ２．９％） 

 ５．神奈川県    ４（ ２．３％） 

 ５．福岡市外の福岡県    ４（ ２．３％） 

 そ  の 他   １５（ ８．６％） 

 注）「2本社制」での回答２社を含む 
 
２．事業所の名称 
事業所の名称については、「福岡支店」（５８社）、「九州支店」（４７社）の順

で多くなっており、この２つで全体の６割を占めている。次いで、「九州支社」

（２４社）の名称が多く使われている。 
また、「その他」２５社について見てみると、九州あるいは福岡本部（営業本

部）というように「本部」という名称を使っている企業が６社（３．４％）、九

州あるいは福岡営業部、事業部、販売部といった「部」という名称を使ってい

る企業が４社（２．３％）、「福岡店」が２社（１．１％）等となっている。 

 回答数（構成比） 

 福 岡 支 店  ５８（３３．１％） 

 九 州 支 店  ４７（２６．９％） 

 福 岡 支 社   ９（ ５．１％） 

 九 州 支 社  ２４（１３．７％） 

 福岡営業所   ９（ ５．１％） 

 九州営業所   ２（ １．１％） 

 そ の 他  ２５（１４．３％） 

 無  回  答   １（ ０．６％） 
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３．事業所の管轄地域 
事業所の現在の管轄地域については、「九州」あるいは「九州・沖縄」が１２

０社と全体の約７割を占めた。次いで２番目に多かったのは、一部周辺を含め

た「福岡市内」で１３社となったが、３番目以降は、「西日本」、「中国・四国」

地域までが１１社、「九州（あるいは九州・沖縄）・山口」１０社、北部九州地

域など「九州（あるいは九州・沖縄）・山口の一部」１０社などとなっており、

事業所の名称では、「福岡支店」という回答が最も多かったが、その管轄地域に

ついては広範囲に及んでいることがうかがえる。 
参考までに事業所の名称として最も多かった「福岡支店」（５８社）の管轄地

域をみると、６割以上が「九州・沖縄」地区と回答するなど、名称は“福岡“と

いえども、実際は“九州“をみての事業活動をその多くで行っている。 
 

  回答数（構成比） （参考）「福岡支店」５８社 

 福岡市内   １３（ ７．４％）     ７（１２．１％） 

 福岡県内    ９（ ５．１％）     ３（ ５．２％） 

 九州・沖縄  １２０（６８．６％）    ３６（６２．１％） 

 九州・山口   １０（ ５．７％）     ４（ ６．９％） 

 九州・山口の一部   １０（ ５．７％）     ５（ ８．６％） 

 西日本、中国・四国   １１（ ６．３％）     ３（ ５．２％） 

 地域限定なし    ２（ １．１％）     ０（  －  ） 

 
 
４．今後の役割・機能 
 今後の決済権限や管轄地域などその役割・機能については、「変わらない」が

１２８社と全体の７割以上の事業所が回答しているが、約２割の事業所では「強

くなる（広くなる）」（３７社）と回答しており、「弱くなる（小さくなる）」（７

社）という回答を大幅に上回っている。 
 

 回答数（構成比） 

 強くなる（広くなる）   ３７（２１．１％） 

 変わらない  １２８（７３．１％） 

 弱くなる（小さくなる）    ７（ ４．０％） 

 無回答    ３（ １．７％） 
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（理由）－自由記入方式－ 
「強くなる（広くなる）」と回答した事業所では、その回答理由としてキーワ

ードを拾ってみると、「支店、営業所の統廃合等に伴い」（４社）、「権限委譲が

進む」（３社）、「事業拡大に連動して」（３社）、「近隣外国との取引拡大を視野

に入れて」（３社）、「より地域密着を強めるため」（２社）などがあげられた。 
同様に「変わらない」との中には、「現在の体制が最も効率がよい」、「組織を

変更したばかり」、「組織変更の予定がない」という回答とともに、「現状では不

明だが強まる可能性は大きい」（２社）との回答もあった。 
また、「弱くなる（小さくなる）」との中には、「本部一元管理・中央集中化」

（４社）という回答があった。 
 
 
Ⅱ．支店長（支社長）さんについて 
 
１．出身地 
都道府県別に出身地の人数をみると、第１位が「福岡県」の３６人（２０．

６％）、第２位が「東京都」の１９人（１０．９％）、第３位が「兵庫県」の１

１人（６．３％）、第４位が「熊本県」、「大阪府」の１０人（５．７％）となっ

ている。 
また、九州出身者を合計すると７４人で全体の約４割を占めており、企業に

おいて、その土地柄を知り、地元での人脈をもつ人材を出先のトップに据える

傾向が見られる。 
 

 都道府県 

 ３６人 福岡 

 １９人 東京 

 １１人 兵庫 

 １０人 熊本、大阪 

  ７人 宮崎 

  ６人 大分、岡山 

  ５人 佐賀、長崎、鹿児島、山口、長野 

  ４人 広島、愛知、千葉 

  ３人 神奈川、埼玉、北海道 

  ２人 愛媛、香川、島根、三重、栃木、岐阜、新潟 

  １人 鳥取、京都、滋賀、静岡、富山、石川、福島、宮城、岩手、 
無回答 
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２．年齢 
 年齢は、「５０歳代」が全体の約７割を占めており、次いで「４０歳代」が約

２割となっている。 
 

  回答数（構成比） 

 ３０歳代    ２（ １．１％） 

 ４０歳代   ３６（２０．６％） 

 ５０歳代  １２０（６８．６％） 

 ６０歳代   １６（ ９．１％） 

 無 回 答    １（ ０．６％） 

 
 
３．本社での職位 
本社での職位については、「部長級」という回答が９７人と全体の半数以上を

占め、次いで「役員」の３７人（２１．１％）、「次長級」の１１人（６．３％）

となった。 
また、「その他」については、「執行役員」（５人）、「課長級」（５人）の回答

が多かった。 
 

 回答数（構成比） 

 役 員  ３７（２１．１％） 

 部長級  ９７（５５．４％） 

 次長級  １１（ ６．３％） 

 その他  ２８（１６．０％） 

 無回答   ２（ １．１％） 

 
 
４．赴任の形態 
赴任の形態をみると、「単身赴任」が９２人で全体の半数を占め、次いで「家

族全員が同居」の６５人（３７．１％）となっている。但し、福岡県出身者（３

６人）を除く１３９人で集計すると、「単身赴任」が約１割増えて６３．３％、

「家族全員が同居」は逆に約１割減って２７．３％となる。 
また、参考にあるように、出身地上位３県の内訳をみると、地元「福岡県」

出身者は、「単身赴任」は１割で、残りの９割が「家族全員が同居」（７５．０％）、

あるいは「子供を残して夫婦のみ」（１３．９％）となっており、仕事が終わっ
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て帰宅すると温かい（？）家庭が待っている。 
これに対し、「東京都」や「兵庫県」の出身者をみると、７～８割が「単身赴

任」と、その多くがちょっぴり寂しい（？）赴任生活を送っているようだ。 
 

 回答数（構成比） 福岡県出身者を除いた場合 

 単身赴任  ９２（５２．６％）  ８８（６３．３％） 

 家族全員が同居  ６５（３７．１％）  ３８（２７．３％） 

 子供を残して夫婦のみ  １６（ ９．１％）  １１（ ７．９％） 

 その他   １（ ０．６％）   １（ ０．７％） 

 無回答   １（ ０．６％）   １（ ０．７％） 

 
（参考）出身地上位３県の内訳 

 福岡県（３６人） 東京都（１９人） 兵庫県（１１人） 

単身赴任  ４（１１．１％） １６（８４．２％）  ８（７２．７％） 

家族全員が同居 ２７（７５．０％）  ２（１０．５％）  ３（２７．３％） 

子供を残して夫婦のみ  ５（１３．９％）  １（ ５．３％）  ０（  ―  ） 

 
（理由）－自由記入－ 
現在の赴任形態別に、その理由（自由記入）を質問したところ、「単身赴任」

（９２人）の方の理由は、「既に持ち家がある等の住宅事情」（３８人）、「子供

の教育」（３０人）を理由にあげており、「その他」では「親の介護、看病」（４

人）があげられている。 
また、「家族全員が同居」（６５人）の方の理由では、「既に持ち家がある等の

住宅事情」（１２人）が多かった。 
「子供を残して夫婦のみ」（１６人）の方の理由では、「その他」としてあが

った「子供が社会人、大学生、独立」（６人）が多かった。 
 
赴任形態別の内訳 
 「単身赴任」（９２人） 

 回答数（構成比） 

 子供の教育  ３０（３２．６％） 

 既に持ち家がある等の住宅事情  ３８（４１．３％） 

 その他   ５（ ５．４％） 

 無回答  ２７（２９．３％） 

 ※複数回答者８人を含む 
 「その他」･･･親の介護、看病（４人） 
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 「家族全員が同居」（６５人） 
 回答数（構成比） 

 子供の教育   ３（ ４．６％） 

 既に持ち家がある等の住宅事情  １２（１８．５％） 

 その他   ３（ ４．６％） 

 無回答  ４７（７２．３％） 

 「その他」･･･地元勤務、福岡が好き、全員で移動する取り決め（各１人） 
 
 「子供を残して夫婦のみ」（１６人） 

 回答数（構成比） 

 子供の教育   １（ ６．３％） 

 既に持ち家がある等の住宅事情   １（ ６．３％） 

 その他   ７（４３．８％） 

 無回答   ７（４３．８％） 

 「その他」･･･「子供が社会人、大学生、独立」（６人） 
 ※「赴任形態別」では、「その他」（１人）、「無回答」（１人）を除く３形態を掲載。 

 
 
５．休日の過ごし方（複数回答） 
休日の過ごし方として、最も回答が多かったのが「ゴルフ」の１１３人（６

４．６％）。次いで、読書の８１人（４６．３％）、テレビの６４人（３６．６％）

などとなっている。また、４番目に回答が多かった「趣味」（４９人）について

は、「釣り」（９人）、「音楽、映画（鑑賞）」（８人）、仕事でない趣味としての（？）

「ゴルフ」（７人）、「テニス」（４人）、「ウォーキング、散歩」（４人）、「登山・

山歩き」（３人）、「温泉めぐり」（３人）などの回答があった。 
また、「その他」では、単身赴任の方から「掃除・洗濯などの家事」（３人）

という「ならでは」の回答が見られる一方、「仕事」（３人）というちょっと悲

しい（？）回答もあった。 
また、赴任形態別にみても、「ゴルフ」という回答割合が一番高いが、「単身

赴任」ではその回答割合（７０．７％）が特に高いのが目立つ一方、「家族全員

同居」や「子供を残して夫婦のみ」では、「家族サービス」や家族一緒に（？）

「ドライブ」という回答割合が「単身赴任」に比べて高くなっており、休日に

家族に対するポイントをしっかり稼いでいるようだ。 
また、どの赴任形態とも共通して「読書」をあげる割合が第２位となってお

り、休日は日頃の忙しさから開放されてリラックスして好きな本を読んで過ご

すという一面もうかがえる。 
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 赴任形態別  

回答数（構成比） 単身赴任 

（９２人） 

家族全員同居 

（６５人） 

子供を残して夫

婦のみ（１６人） 

読書  ８１（４６．３％）  ４４(47.8%)  ２９(44.6%)   ８(50.0%) 

ゴルフ １１３（６４．６％）  ６５(70.7%)  ３６(55.4%)  １０(62.5%) 

テレビ   ６４（３６．６％）  ３６(39.1%)  ２２(33.8%)   ５(31.3%) 

ドライブ   ３０（１７．１％）   ９( 9.8%)  １６(24.6%)   ５(31.3%) 

旅行   ４１（２３．４％）  ２５(27.2%)   ９(13.8%)   ５(31.3%) 

料理   １０（ ５．７％）   ７( 7.6%)   ２( 3.1%)   １( 6.3%) 

家族サービス   ３３（１８．９％）   ７( 7.6%)  ２２(33.8%)   ４(25.0%) 

趣味   ４９（２８．０％）  ２４(26.1%)  １９(29.2%)   ４(25.0%) 

その他   ２５（１４．３％）  １４(15.2%)   ９(13.8%)   ２(12.5%) 

無回答    １（ ０．６％）   ０( － )   １( 1.5%)   ０( － ) 

 ※「赴任形態別」では、「その他」（１人）、「無回答」（１人）を除く３形態を掲載。 

 
６．好きなプロ野球球団（大リーグも含む）複数回答 
好きなプロ野球球団については、地元「ダイエー」が８４人（４８．０％）

とダントツの一番人気となっている。次いで、「巨人」（３９人）、「阪神」（２３

人）と全国区の人気球団が続いている。また、ここ数年の日本人選手の活躍に

よる大リーグへの注目度アップと松井人気（？）で、大リーグの「ヤンキース」

が第４位に顔を出している。また、複数の球団をあげる人も多く「ダイエー・

巨人」をセットで回答した人が１３人いた。 
ちなみに、参考にもあるように、福岡県出身者（３６人）についてみると、「ダ

イエー」の人気は７２．２％となっており、地元球団の人気は特に高くなって

いる。 

 回答数（構成比） 

 ダイエー  ８４（４８．０％） 

 巨人  ３９（２２．３％） 

 阪神  ２３（１３．１％） 

 ヤンキース   ９（ ５．１％） 

 西武   ６（ ３．４％） 

 広島、中日  各４（ ２．３％） 

 マリナーズ   ３（ １．７％） 

 日ハム、オリックス、ヤクルト、 横浜、ロッテ  各１（ ０．６％） 

 無回答・特になし  ２８（１６．０％） 
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（参考）福岡県出身者（３６人）－複数回答－ 

  
 ダイエー ２６（７２．２％） 

 西武、巨人 各３（ ８．３％） 

 阪神  ２（ ５．６％） 

 マリナーズ  １（ ２．８％） 

 無回答・特になし  ３（ ８．３％） 

 
 
Ⅲ．福岡市について 
 
１．福岡市及び近郊でお気に入りのスポット（休日によく行くところ） 
   －自由記入・複数回答－ 
 
 支店長さん方が休日によく行くお気に入りスポットについて自由記入形式で

質問したところ、その回答のキーワードを拾ってみると、都心のオアシス的存

在である「大濠公園」をあげる人が３２人で最も多く、次いで、商業集積地の

「天神」が２１人、博多湾に面した海浜地域である「百道（浜）」が１９人と続

いている。このほか、海岸線が美しい「糸島（半島）」、野球やコンサート等の

イベント、ショッピングが楽しめる「福岡ドーム、ホークスタウン」などが上

位にあがっている。 
 

キーワード 回答数（構成比） 

 「大濠公園」   ３２人（１８．３％） 

 「天神」   ２１人（１２．０％） 

 「百道（浜）」   １９人（１０．９％） 

 「糸島（半島）」   １４人（ ８．０％） 

 「福岡ドーム、ホークスタウン」    ９人（ ５．１％） 

 「太宰府（天満宮）」、「キャナルシティ」   各８人（ ４．６％） 

 「海の中道」、「マリノアシティ」   各４人（ ２．３％） 
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２．福岡市及び近郊で県外からのお客様をぜひ案内したいスポット 
   －自由記入・複数回答－ 
 
 福岡市及び近郊で県外からのお客様をぜひ案内したいスポットについて自由

記入形式で質問したところ、その回答のキーワードを拾ってみると、古くから

観光地として人気の「太宰府（天満宮）」をあげる回答が３２人と最も多く、次

いで、夜の接待の場としての繁華街「中洲」が２５人、地元人気球団「福岡ダ

イエーホークス」の本拠地であり野球観戦ができる「福岡ドーム、ホークスタ

ウン」が２０人と上位を占めた。 
 

キーワード 回答数（構成比） 

 「太宰府（天満宮）」   ３２（１８．３％） 

 「中洲」   ２５（１４．３％） 

 「福岡ドーム、ホークスタウン」   ２０（１１．４％） 

 「天神」   １５（ ８．６％） 

 「百道」、「キャナルシティ」  各１４（ ８．０％） 

 「大濠公園」   １２（ ６．９％） 

 「海の中道」   １０（ ５．７％） 

 「能古島」    ７（ ４．０％） 

 「糸島（半島）」、「呼子」   各５（ ２．９％） 

 
 
３．福岡に来たらぜひ食べてもらいたい福岡のお薦め料理 
   －自由記入・複数回答－ 
 
県外からお客様などが福岡に来たらぜひ食べてもらいたい福岡のお薦め料理

について自由記入形式で質問したところ、その回答のキーワードを拾ってみる

と、「魚料理」と回答した人が５８人と最も多く、次いで、具体的な固有名詞の

「イカ（刺身）」と回答した人が４６人と多かった。３番目に回答が多かったの

は「ラーメン」の２８人で、以下、「水炊き」、「ふぐ」などの順となった。 
福岡にお客様が来たら、支店長さん方にとっては、「新鮮な魚を食べて、お酒

を飲んで、最後にラーメンでしめる」というのが、「基本コース」（？）になっ

ているようだ。 
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キーワード 回答数（構成比） 

 「魚料理」  ５８（３３．１％） 

 「イカ（刺身）」  ４６（２６．３％） 

 「ラーメン」  ２８（１６．０％） 

 「水炊き」  ２１（１２．０％） 

 「ふぐ」  １６（ ９．１％） 

 「青魚（さば、あじ、いわし）」  １１（ ６．３％） 

 「モツ鍋」  １０（ ５．７％） 

 「鳥料理」   ８（ ４．６％） 

 
 
４．福岡市の良いところ（他地域の方に自慢しても良いと思う点） 
   －自由記入・複数回答－ 
 
支店長さん方からみて福岡市の良いところ（他地域の方に自慢しても良いと

思う点）について自由記入形式で質問したところ、その回答のキーワードを拾

ってみると、最も回答が多かったのは、魚をはじめとした「食べ物が美味しい

（安い）」で３５人。次いで「海・山などの自然が近い・豊か」の２７人、都会

と自然が適度に混在し、都市の面と田舎の面の「バランスが良い・コンパクト

にまとまっている」との回答が２３人、福岡の人の「開放的な気質、人情があ

る」点をあげる人が２０人などとなっている。 
 

キーワード 回答数（構成比） 

 「食べ物が美味い（安い）」   ３５（２０．０％） 

 「海・山などの自然が近い・豊か」   ２７（１５．４％） 
 「バランスが良い・コンパクトにまとまっている」   ２３（１３．１％） 

 「開放的な気質、人情がある」   ２０（１１．４％） 

 「住みやすい」、「空港が近い」  各１２（ ６．９％） 

 「交通アクセス・便が良い」   １１（ ６．３％） 

 「歴史・文化施設の充実」    ９（ ５．１％） 

 「職住接近、通勤が楽」    ４（ ２．３％） 
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５．福岡市の悪いところ（他地域の方には少し恥ずかしくて言えないと思う点） 
   －自由記入・複数回答－ 
 
支店長さん方からみて福岡市の悪いところ（他地域の方には少し恥ずかしく

て言えないと思う点）について自由記入形式で質問したところ、その回答のキ

ーワードを拾ってみると、最も回答が多かったのは、「運転・交通マナーの悪さ」

で３３人が回答している。次いで、「交通渋滞」が１１人となっている。 
このほか、「自転車の運転マナーの悪さ」、「自動車・自転車の違法駐車（駐輪）」

がそれぞれ６人と続いており、福岡市民の交通モラルが問われている。 
 

キーワード 回答数（構成比） 

 「運転・交通マナーの悪さ」   ３３（１８．９％） 

 「交通渋滞」   １１（ ６．３％） 

 「自転車の運転マナーの悪さ」、 
 「自動車・自転車の違法駐車（駐輪）」 

  各６（ ３．４％） 

 
 
６．福岡市の経済状況について（１６年８月１日現在） 
 
福岡市の経済状況について、年初に比べた現状（１６年８月１日現在）は、「変

わらない」という回答が７３社（４１．７％）と最も多く、次いで「良くなっ

てきている」６４社（３６．６％）、「むしろ悪くなっている」２４社（１３．

７％）となっている。 
また、年末に向けた見通しについては、「変わらない」が７０社（４０．０％）、

「良くなる」が６３社（３６．０％）で、「むしろ悪くなる」という回答は１７

社（９．７％）にとどまった。 
 

年初に比べて 年末に向けた見通し 

良くなってきている ６４（３６．６％） 良くなる ６３（３６．０％） 

変わらない ７３（４１．７％） 変わらない ７０（４０．０％） 

むしろ悪くなっている ２４（１３．７％） むしろ悪くなる １７（ ９．７％） 

無回答 １４（ ８．０％） 無回答 ２５（１４．３％） 

 
以上 



福商会員限定！ 

 
 
 

  

－－支支店店長長ささんんのの福福岡岡ででののネネッットトワワーーククをを広広げげてていいたただだくくたためめのの交交流流会会でですす－－  
 
福岡商工会議所支店長会（ブランチ・コミュニケ）は、支店長さん・支社長

さん相互の交流・情報交換の場として、また、地元有力企業・経済界等とのネ

ットワーク作りの場として、様々な事業を実施しています。このほか、「博多ど

んたく」への参加や「博多祇園山笠」の見学といった福岡の伝統文化に触れる

楽しいイベント等も行っています。現在、５６社の支店長さんにご入会いただ

いて活動を行っています。（平成 16年 7月現在） 

福岡に赴任されてこられた支店長の皆様、 
地元でビジネスネットワークを広げていただ 
く場として、また「福岡」を知っていただく 
場として、ぜひ支店長会活動をご利用ください。 

 
ご入会について 
【入会資格】 
福岡商工会議所の会員にご入会いただいている 
支社、支店、営業所などの事業所の代表者の方（支店長さん）。 
【会  費】 
 会費は、年間費で６万円。 
【お問合せ・担当】 
支店長会について詳しいご説明をご希望の方は、下記事項をご記入いただき

ファックスをお願いいたします。当所よりご担当者様へご連絡申し上げます。

このほか支店長会についてのお問合せは、産業部（TEL441－2150）まで。 

 
支店長会・お問合せ（ＦＡＸ０９２－４４１－１１４９） 

貴  社  名  

ご連絡担当者 （役職         ） 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  
【担当】福岡商工会議所産業部 

支店長会入会のご案内 


